坂井壱郎先生のご勇退に当って by 天野 智恵美
坂井壱郎先生のご勇退に当って
著者 天野 智恵美
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 5
ページ 3-4
発行年 1973
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00002063/
3 
坂井壱郎先生の御勇退に当って
保健体育科長 天野智恵美
坂井壱郎先生と初めてお会いしたのは，昭和24年北海道体育学会が活躍を始めた頃と記
憶して居ります。小生は昭和18年 6月樺太医専が豊原市（ユージノサハリンスク）に出来
た時，創設を命ぜられて赴任以来，終戦による引き揚げまで樺太に居たのだが，残念なこ
とに先生にお目にかかる機会がなく，先生が太泊中学校の校長として活躍して居られるご
とを桑原教授から拝聴して居りました。その後いろいろな機会に中でも，日本体育学会，
北海道体育学会に於いて，また， すば、らしいことには北海道女子短期大学に於いては共々
に親友としてお付き合い出来るようになったことを心から嬉しく感謝して居ります。
昭和41年4月本学が現在地に建ち，いよいよ東北，北海道の唯一の体育科が開設された
時，前任校の札幌医大から初代の体育科長として赴任され，本学体育科の方向づけに精力
的に御活躍された功績は大きく，その後小生が後任を引きついだのですが，先輩と しての
先生には教わる処は誠に多く，ユーモラスで大局感に明るい先生に保健体育科一同心から
なる敬意と感謝の真心を捧げる次第であります。「先生，本当にありがとうございました。」
先生の経歴等については，すでに承知の事と思いますが，先生は札幌に生れ，のち，樺
太に渡られ，大正6年大泊中学に入学，在学中は剣道，野球，陸上，スキーと各運動部の
主将をつとめ，優秀なスポーツマンとしてその資質を生かされ，活躍 しその後，東京高等
師範学校 （現在の東京教育大学）体育科に入学，卒業後は母校，大泊中学校に奉職，終戦
後樺太からヲ｜き揚げてこられて，北海道教育委員会体育課に奉職後，小樽商科大学，札幌
医科大学と勤務され，昭和41年4月から北海道女子短期大学に勤務された。本学には7年
間教鞭をとられ，教職歴は通算実に48年間と伺っております。ごの聞の教え子の数は数千
とも数万とも言われている。
或る年のお正月， 先生のお宅にお邪魔した折， 「これが今日来た賀状だよJと見せられ
た時び、っくりしました，約二千枚の賀状， 「この調子で明日 も明後日も来るんだ。 Jと笑
われておられたが，先生の人柄をみせられた感じが致しました。先生は又，北海道の体育，
中でも大学の体育についてその啓蒙にカをそそがれ 現在も行なわれている北海道地区大
学体育大会の生みの親， 育ての親とも言 うべき方です。初期にはいろいろな困難があった
かに伺っておりますが， 今や道内の国立大学に私立大学が加わり，全国大会なみの規模で
盛大に行なわれているのには，先人の苦労が如何に大きかったことかと思わずにはいられ
なしミ。
体育学の研究という ことで，北海道体育学会がありますがこの会についても当初大変な
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御苦労のもとに発足され，早くから学会の評議員をつとめられ，当地域の発展に多大な御
尽力をいただいたと伺っております。中でも昭和39年本道で行なわれた日本体育学会には
事務局として東奔西走，大会の立役者として御活躍され成功裏に終了したことは，私共一
緒にお手伝い致した者として記憶に新らしいごとである。一方学会での研究発表も数多く
「小学校に於ける水泳に関する調査J 「北海道に於けるブールに関する調査」等，寒冷地
における水泳の在り方，指導法，施設，管理等注目に価する調査資料と言えるものが数多
くあり，その他研究発表されたものには，前述した，各種のスポーツ活動を通してのもの
も多く出されている。
先生は，大変九張面で，判断が早く物事をテキパキと処理していく方である。そのーっ
として，今や全国に散っている旧樺太中学校，高等女学校の同窓会名簿の整理と作成をな
され，今回第11号の刊行を見るに至ったと言われている。全国に散った同窓生の消息を把
握することは至難の業であり，今回の刊行で実に90数%の同窓生の消息が判明したと言う
ことであるが，なんとこれに要した年月が20年と言われている。これに対する努力は容易
なものでなかったと推察されるが，先生のどこにそんな精力があるのかと，首をかしげた
くなるほどである。これも，常に先生が言われるごく当り前の「若いうちに身体を鍛える
習慣をつけよ」の一言が，先生には習慣として健康管理のごつを身につけて居られるから
ではなかろうかと思うのである。一方，先生の一面には，大のお酒好き，餅っき踊り，喉
元で舌を転ろがして歌う特技をもっておられる。私共の科もお酒は全員多少はたしなむ方
で，時折，先生の十八番を見聞するのであるが，愉快そのもので思わず全員で手をとり，
歌を歌いにぎやかになってしまうものである。
先生には知何なる場でも人を引きつける魔力をもっておられるようである。先生の人柄
がそうさせるものと，私共には事ある度に思い知らされるものである。いろいろの功績を
残された先生の御勇退で本学保健体育科としては燈を消される寂しさを感じますが，今後
益々御荘健で時折校庭の樹木の成長と本学の成長を見守られ研究室にお越し下さいますよ
う，お待ち申し上げております。そうして今後共御指導，御助言下さいますようお願い申
しあげ筆をおかせていただきます。
(48年2月10日記）
